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はじめに  

                           

平素は、東邦航空株式会社をご愛顧いただき誠にありがとうございます。  

当社は安全安心信頼を基礎に健全なる企業活動を通じて社会に貢献する航空事業者で

ありますことを企業理念として掲げ、引き続きご利用いただくお客さまのご期待にお応え

してまいります。本書にて当社の安全への取り組みについてご報告を申し上げます。 

 

２０２０年度は１２月４日に宮城県東松島市でのヘリコプターによる松島湾内枯損木

搬出作業中に、吊り下げた枯損木から蔓の塊が地上に落下するという重大インシデントが

発生してしまいました。同事業における作業実施上の安全意識の欠落が事態原因であり、

原因分析と再発防止策を取りまとめ、搬出作業実施要領の全面見直しを行いました。その

後、安全管理体制の再確認を行った後に作業再開しておりますが、新たな作業方法に不適

切な点は存在しないか、継続的なＰＤＣＡを機能させ安全作業を行っております。 

 

当社は今期、経営指針と安全方針を「安全安心信頼の継続」と定め、全社員一丸となっ

て積極的安全推進活動に取り組んでまいります。運航部門の操縦士や整備部門の整備士だけ

でなく、管理部門や営業部門まで全社員が高い安全意識とコンプライアンス意識をもって業

務にあたり、航空運送事業者としての空からの社会貢献を続けてまいります。グループ理

念である「安心で快適な生活環境の創造」を堅持し、伊豆諸島の東京愛らんどシャトル、

ドクターヘリ、消防防災ヘリコプター等々、市民生活の環境整備に精一杯、貢献してまい

ります。引き続きのご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願いいたします。 

                                     

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年６月１日 

東邦航空株式会社  

代表取締役社長  

                                 宇田川雅之 
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１．輸送の安全を確保するための事業の運営の基本的な方針に関する事項 

 

「私たちは、企業理念を掲げ、全社員一丸となって、航空の安全確保に向けて取り組

んでいます。」 

 

 

【企業理念】 

 

      安全安心信頼を基礎に健全なる企業活動を通じて社会に貢献する。 

 

     「安全憲章」並びに「コンプライアンス憲章」に基づく企業活動を通じて 

     航空運送事業者としての企業価値の維持向上に努め、あわせてステーク 

ホルダーの全体最適を希求し、継続して社会の進歩発展に貢献する。 

 

    ・安全安心と信頼に心を添えた企業活動を展開する。 

    ・全社員の幸福を限りなく追求する。 

    ・常に運航技術、整備品質向上に努める技術集団を育成する。 

    ・誠実な姿勢で継続して事業活動を推進する。 

 

 

 【安全憲章】 

 

     我々は、 

     安全運航の確保を全てに優先し、 

     安全運航の維持が会社責務であり企業存続の礎であると捉え、 

     ここに安全運航の継続を誓う。 

 

 

 【コンプライアンス憲章】 

 

     我々は、 

     全ての事業活動の場面において関係法令を遵守することはもとより、 

     社会倫理に違背しない誠実な行動をとることを通じて、 

     継続的に社会へ貢献する。 
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２．輸送の安全を確保するための事業の実施及びその管理の体制に関する事項 

 

１）会社組織概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

「安全推進組織」 ；運航の安全確保や航空保安警備を所掌し推進する(２)項で詳細を示す) 

「安全衛生管理組織」；従業員の安全と健康を確保し、よりよい作業環境をつくる 

「運航統制室」   ；航空機不具合情報を総括的に判断し、運航に係る統制・指示を行う 

「航空安全管理室」；物資輸送作業等の適切な作業内容や業務指示等の評価を行う 

「コミューター室」；国内定期航空運送事業（旅客輸送：東京愛らんどシャトル）を担当 

「総務部」       ；会社の管理部門 

「営業部」       ；お客様、会社事業の窓口部門 

「整備部」       ；航空機の整備業務部門 

「運航部」       ；航空機の運航業務部門 

「査察室」       ；運航乗務員の審査を行う 

 

 

 

 

代表取締役社長 

安全推進組織 

総務部 

１２名 

査察室 

航空安全管理室 

運航統制室 

コミューター室 

営業部 

３８名 

整備部 

１０７名 

運航部 

８２名 

安全衛生管理組織 
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２）安全推進組織概要 
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（１）総合安全推進委員会 

代表取締役社長を委員長とし、安全統括管理者をはじめとする各役員並び

に各部門長等からなる委員により構成され、会社の安全管理・推進体制全

般における指示・決定機関として各組織が有効に機能しているか、推進す

る安全施策の有効性等について評価し改善を図ることを所掌します。 

（２）安全推進室 

現場業務に精通する各部門の管理職者を中心に、不安全事象等に係る原因、

要因の分析並びに再発防止策等の策定、展開等（リスクマネジメント）を

所掌するとともに航空保安警備に関連する事項についても所掌し、会社業

務全般の安全、保安の両面を推進することを所掌します。 

   （３）安全管理室 

       日々の安全に係る事象の発生を即時に捉え、適時、適切な評価・分析を行

い、現場に直結した組織として必要な再発防止策を講じることを所掌しま

す。 

（４）航空安全監査室 

運航業務全般にわたる安全に係わる組織、制度、規程などの安全管理体制

並びに運航整備等の業務が定められた手順に沿って実施され、当該手順が

有効に機能しているかを定期的にチェック、改善するため、内部監査の計

画、監査の実施、監査結果の評価等を行います。 

（５）各部門、各事業所 

各部門において、飛行安全会議、整備安全会議、地上安全会議を部門長が

主管して年２回開催し、安全確保並びに対策について討議、検討します。 

       また、各事業所に安全推進員を配置し、月１回の安全ミーティングを開催

し、事業所内での各種情報の共有を図っています。     
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３）安全組織の人数（社内兼務を含む） 

     －総合安全推進委員会      ９名 

     －安全管理室          ８名 

     －安全推進室         ２１名 

－航空安全監査室        ７名 

－各安全会議（主管者）     ４名 

 

４）運航乗務員、整備従事者、運航管理担当者の数 

     －運航乗務員         ５１名 

       路線機長        内 ４名 

     －整備従事者         ８２名（有資格整備士） 

     －運航管理従事者       ２６名 

      路線運航管理者       ５名（航空法第７８条 資格者 ２名） 

                       （東京航空局認定者    ３名） 

       運航管理担当者      ２１名 

       運航担当者        ２８名 

 

５）委託業務 

     伊豆諸島地域における路線を定めた旅客輸送において、運航管理補助業務並び

に地上旅客取扱業務を寄港地の島の役場等に委託しています。 

     当該業務に従事する各島の担当者は、必要とする無線資格取得者で且つ当社に 

おける教育訓練を終了し運航担当者として発令を受けた者で、当社の運航基準

並びに安全基準に従って業務が実施されています。 
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３．日常運航の支援体制 

 

１）運航乗務員、整備従事者及び運航管理担当者の定期訓練及び審査の内容 

－運航乗務員については、運航に必要な知識及び技能、そして緊急時における

的確な対応措置がとれる能力を維持向上させるために、定期的に学科訓練と

飛行訓練を実施しています。（年１回、路線運航を担当する操縦士は機種毎）

また、定期訓練とは別に定期審査（年１回）が行われ、運航乗務員として運

航業務に従事するには、この審査に合格することが必要です。 

－整備従事者については、技量及び知識を維持することを目的に、３年に一度

の間隔でリカレント訓練を実施しています。社内資格者（確認整備士／検査

員／監査員）においては、資格に係わる実務を 1 年間行っていない場合ＯＪ

Ｔ訓練を含めて実施しています。 

         －路線運航管理従事者については、運航管理業務の知識及び新たな運航関連情 

報についてのフォローアップや技能の維持向上のため、定期的な訓練（年１ 

回）を行っています。 

 

２）日常運航における問題点の把握とその共有、現場へのフィードバック体制 

－安全推進室において、各部門から報告のあった安全報告や不具合報告、並び

に現場等々で知見された不具合状況などについて、発生傾向の把握やハザー

ドの特定を行い、予想されるリスクを分析しリスクの除去や回避のための具

体策を立案し社内展開を図っています。 

また、自発的報告制度により報告されるヒヤリハット情報についても安全推

進室としてリスク評価を行い、コメントを付して社内イントラネットに掲示

し、同種業務を行う各事業において情報の共有を図っています。 

－本社おいて日々開催される４部門（総務、運航、整備、営業）の総合デイリ

ーミーティングにおいても、「安全情報」についての情報共有を図っています。 

－運航乗務員や運航管理担当者は、業務開始や終了時に「安全情報」を相互に

確認し、また現場にて作業に従事している職員等にも周知を図っています。 

－安全管理室、運航統制室及び運航機整備サポートチーム（※）が一体となり、

運航機に発生する不具合、たとえ小さなものであっても現場のみに任せず、

常に三位一体で不具合管理を行っています。 

 

※ 運航機整備サポートチーム；運航機不具合発生時に現場をサポート 

するチーム。３６５日２４時間体制。 
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３）安全に関する社内啓発活動等の取り組み      

－不安全事象に対する適切な分析が実施できるよう日本ヒューマンファクター

研究所より講師の先生をお招きし、安全推進のメンバーに対し研修を行いま

した。この研修を今後も継続し不安全事象の再発防止に努めます。 

     －社内情報共有ツールを刷新し迅速、且つ的確な指示ができるよう改善しまし

た。 

     －昨年に引き続き、外部にて開催される安全等に関わる研修、セミナー等に 

積極的に参加し、受講内容等について社内展開を図りました。      

       

 

４．使用航空機に関する情報 

保有航空機（航空運送事業機）の種類  ２０２０年度】 
  

 

種類 航空機型式 機数 座席数 
平均年間飛行時間  

(2020 年度) 

導入(製造） 

年月日 
平均機齢 

ｱｴﾛｽﾊﾟｼｱﾙ式 AS350B 型 4 6      146:28 1986/09/03 30.1  

ｱｴﾛｽﾊﾟｼｱﾙ式 AS350B2 型 1 6       82:04 1991/08/14 28.6  

ﾕｰﾛｺﾌﾟﾀｰ式 AS350B3 型 4 6      335:08 2008/10/28 7.0  

ｱｴﾛｽﾊﾟｼｱﾙ式 AS355F2 型 4 6      100:20 1986/10/31 30.2  

ｱｴﾛｽﾊﾟｼｱﾙ式 AS355N 型 1 6       96:51 1993/03/10 27.1  

ｱｴﾛｽﾊﾟｼｱﾙ式 AS365N1 型 1 14      152:21 1988/01/27 32.2  

ｱｴﾛｽﾊﾟｼｱﾙ式 AS365N2 型 2 14      116:52 1990/11/29 29.3  

ｼｺﾙｽｷｰ式 S-76C 型 2 11      508:21 2000/09/01 15.6  

ﾕｰﾛｺﾌﾟﾀｰ式 EC135T1 型 1 8      144:29 2000/07/20 19.7  

ﾕｰﾛｺﾌﾟﾀｰ式 EC135T2 型 2 8      117:44 2006/02/27 14.1  

川崎式 BK117C-2 型 2 10      163:16 2013/02/04 7.0  

回転翼機 

平  均    －－ －－ －－ －－－ 21.9  

 

 

 

 

 

 

 

2021/03/31 現在 
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５．運航状況に関する情報（２０２０年４月～２０２１年３月） 

 

１）２０２０年度の伊豆諸島地域における路線を定めた旅客輸送の実績 

（運航機種別飛行時間） 

運 航 機 種 飛行時間 

シコルスキー式Ｓ-７６Ｃ＋型 ６２１時間５０分 

シコルスキー式Ｓ-７６Ｃ＋＋型 ３３９時間３０分 

合 計 ９６１時間２０分 

 

２）区間別就航率（平均就航率：８６．０％） 

区    間 計画便数 就航便数 就航率 

八丈島－青ヶ島 ７４６ ６０４ ８１．０％ 

八丈島－御蔵島 ７３０ ６５８ ９０．１％ 

三宅島－御蔵島 ７３０ ６５５ ８９．７％ 

三宅島－大 島 ７３０ ６４９ ８８．９％ 

大 島－利 島 ７３０ ５８６ ８０．３％ 

 

３）区間別搭乗率（平均搭乗率：４８．３％） 

区    間 提供座席数 輸送旅客数 搭乗率 

八丈島－青ヶ島 ５,４３６ ４,０４９ ７４．５％ 

八丈島－御蔵島 ５,９２２ ２,１２５ ３５．９％ 

三宅島－御蔵島 ５,８９５ ３,４００ ５７．７％ 

三宅島－大 島 ５,８４１ ２,０５５ ３５．２％ 

大 島－利 島 ５,２７４ ２,０８６ ３９．６％ 
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１１ 

６．法第１１１条の４の規定に基づく報告に関する事項 

 

１）重大事故／重大インシデントの発生状況    ・・・・・・・・・１件 

 

重大インシデント 機外吊り下げ荷物の意図しない落下  

機種 エアバスヘリコプターズ式ＡＳ３５０Ｂ３型 

概要及び措置 ２０２０年１２月４日、午前９時１分から当該機は、機長及び

機上誘導員の整備士１名の２名が搭乗し、宮城県東松島市宮戸

島地内にて枯損木（枯れた松の木）の吊り下げ運搬作業を開始

した。同日、午前１０時５５分、同地内西側地点にて重量約３

５０㎏の枯損木を吊り下げ、吊り下げ地点から北東約２㎞の荷

下ろし場に向けて飛行中、吊り下げ地点から東約２４０mの休耕

中の畑内に吊り荷の一部（松の枝と蔓が絡まって一体化した物、

重量約４０㎏）を落下した。 

機体の損傷及び搭乗者 2 名に怪我等はなく、地上の人員及び物

件への被害はなかった。 

 

 

２）安全上のトラブルの発生状況         ・・・・・・・・・０件 
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１２ 

７．２０２０年度において輸送の安全を確保するために講じた措置 

【全社】 

新たな情報共有ツールを導入し、各セグメント毎の連絡及び情報の収集を迅速に

すると共に、安全推進組織との情報共有及び各部門への指示を確実に実施する取

組みを実施しました。 

   【運航】 

    機長が急激な天候悪化に遭遇した場合に、空間識失調に陥ることなく適切に対応

できる能力を向上させるために、定期訓練の課目に基本的な計器飛行を追加しま

した。 

    また、ＦＴＤ（飛行訓練装置）の活用による緊急操作訓練の実施、及び実機を使

用した定期訓練において緊急事態を想定した離着陸訓練の実施を継続しています。 

路線機長及び防災担当機長に対する水中脱出訓練の実施や、技能審査担当操縦士

のリカレント講習の受講も継続して実施しています。 

   【整備】 

人員不足を補い、適正な運航整備業務の実施を図るため、新運航整備管理システ 

ム（ＮＡＳＴ）の運用を開始しました。また、整備体制を強化するため、整備規 

程の全面的な見直しを実施。江東事業所及び東北事業所に新たに点検整備課を配 

置し、運航整備業務と認定事業場の点検整備業務の区分を明確にして、適正に業 

務を実施する体制を構築しました。 

整備部内のコミュニケーションの活性化を図るため、今年度においても月 1回以 

上の課内ミーティングの実施と議事録の提出を継続して実施しました。 

   【営業】 

    作業全般がより安全に遂行出来るよう場外離着陸場の安全管理等を積極的に実施

しました。また、社員並びに社員以外の地上作業員に改定後の「安全運航ガイダ

ンス」の周知徹底を図っています。 

   【総務】 

    安全衛生管理体制の再構築の取り組みとして、安全衛生関連規程を一部改正し、

効果的な安全衛生活動の推進を目的とした見直しを実施しました。また、調布事

業所に安全衛生委員会を発足し、産業医同席のもと毎月、本社と合同で安全衛生

委員会を開催しています。 

就労状況の適正把握による社員の健康管理推進を目的として、新システム（就労 

システム「勤次郎」、人事給与システム「ｓｍｉｌｅ」）を導入し、適正な月次就 

労実績を把握することにより、長時間労働に係る社員の健康管理に努めています。 
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１３ 

８．２０２１年度における会社安全目標 

 

「安全安心信頼の継続」を会社安全目標とし、本安全目標達成に向け各部門において

も安全指標並びに目標値を定め、全社一丸となって運航の安全確保を図ってまいります。 

 

１）２０２１年度会社安全目標 

「安全安心信頼の継続」 

 

２）安全指標並びに目標値   

安 全 指 標 目標値 

・航空事故／重大インシデント  ０件 

・「安全方針」に基づいた安全パトロールの実施 １２回 

・ヒヤリハット情報・気付き気がかり情報の収集及び、 

  リスクマネジメントの結果開示 
  ４０件以上 

 

３）部門安全目標 

部 門 安 全 目 標 

運航部 
・ヒューマンエラーに起因する管制ミス・・・・・・・０件 

・ヒヤリハット情報・気付き気がかり情報の収集・・１５件以上 

整備部 
・ワークマンシップ等に起因する運航阻害・・・・・・３件以内 

・ヒヤリハット情報・気付き気がかり情報の収集・・１５件以上 

営業部 

・コンプライアンス遵守の徹底 

・吊り下げ荷物落下による重大インシデントゼロの達成 

・自動車事故ゼロの達成 

・ヒヤリハット情報・気付き気がかり情報の収集・・・５件以上 

総務部 

・事業継続計画（ＢＣＰ）の策定 

・全社員の定期健康診断受診率・・・・・・・・・１００％ 

・ヒヤリハット情報・気付き気がかり情報の収集・・・５件以上 

                               

 

以上 


